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平成25年度 第３回荒川地区地域審議会 会議録 

 

 

１．開催日時   平成25年10月28日（月）15:00～17:00 

 

 

２．開催場所   総合運動公園 桜の谷 

荒川支所 ３階 第１・２会議室 

 

 

３．出席委員   会田健次、松田昭平、田島 勉、山田俊治郎、小川 巌、 

石山忠一、信田瑠美子、片岡 弘、櫻井 昇、山田正巳 

 

 

４．欠席委員   小関シヅ子、鈴木 薫 

 

 

５．出席職員      荒川支所 地域振興課  

自治振興室；小川（良）副参事、小川（智）副参事 

 

 

６．傍聴者    なし 

 

 

７．会議次第   別紙のとおり 

 

 

８．会議経過   別紙のとおり 
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平成25年度 第３回荒川地区地域審議会 会議次第 

 

 

日 時：平成25年10月28日（月）15:00～ 

会 場：総合運動公園 桜の谷 

荒川支所 ３階 第１・２会議室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長挨拶 

 

 

３ 議  事 

（１）荒川地区地域活性化推進事業（地域審議会提案事業）について 

 

 （２）荒川地区地域審議会意見書について 

 

 

４ そ の 他 

 

 

５ 閉  会 

 

 

 



3 

                           会 議 経 過 

 

現地視察（15:00） 

荒川支所前に集合し、総合運動公園 桜の谷の現地を視察した。前回の地域審議会以降、

ホタルの里づくり実験に関して、自治振興室で行った作業内容及び現在の状況等の説明を

聞き、現状を確認した。その後、支所に戻り３階第１・２会議室において会議を開催した。 

 

 

１．開会（15:45） 

事 務 局； 現地視察、大変お疲れ様でした。それではただ今から平成25年度第３回荒川

地区地域審議会を開会します。開会にあたりまして当地域審議会の会田会長よ

りご挨拶を申し上げます。 

 

２．会長挨拶 

会  長； 皆様にはご多用の中お集まりいただきまして、ありがとうございます。今日

は第３回目の地域審議会ということで、現地のほうを先に視察させてもらいま

した。今まで皆さんで議論してきた地域活性化推進事業の総合運動公園ホタル

の里づくり実験に関して、これからの具体的な進め方等についてご審議いただ

きたいと思います。 

また、定住の里づくりの重要な要素として、病児保育についてもいろいろと

議論してきましたが、坂町病院内で病児・病後児保育を実施することについて、

当地区からの意見として市のほうへ伝えていきたいということで、案を準備し

ておりますので、これにつきましてもご審議いただきます。 

なお、本日は坂町病院の院長先生が欠席しておりますので、この会議の結果

を持って院長先生に再度意見を伺うように進めて参りたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

事 務 局； それでは委員の欠席の報告をさせていただきます。県立坂町病院長の鈴木委

員、あらかわ婦人会長の小関委員から欠席のご連絡がありましたのでご報告い

たします。また、渡辺支所長並びに川崎室長も都合のため欠席しておりますの

で、私のほうで進行させていただきます。 

また、本日の資料につきましては、事前に配付させていただいております。 

      それでは、ここからは会長に議長をお願いし、議事を進めていただきたいと

思います。 

 

３．議事 

（１）荒川地区地域活性化推進事業（地域審議会提案事業）について 

会  長； それでは、さっそく議事に入ります。（１）荒川地区地域活性化推進事業（地

域審議会提案事業）について議題とします。先程現地を見ていただきましたよ

うに、事務局のほうですでに取り組み始めたところもあるようです。その辺も

含めて説明をお願いします。 



4 

事 務 局； 【資料１及び資料１－２について説明】 

会  長； 事務局のほうで、中村課長の指導を受けながら準備を進めているということ

です。具体的な作業のサイクルなども説明がありましたが、その後の活動を継

続していくための組織づくりなども課題だと思われます。それらも含めまして、

皆さんからご質問、ご意見などありませんか。 

委  員； 短期間にあのように整備するのは大変だったと思います。いつまでも職員や

シルバー人材に頼っているわけにもいきませんので、事業期間終了後の継続が

課題ですね。まちづくり協議会とどう関わっていくか、ボランティアやグルー

プ化などができればいいなと思います。ぜひあそこでホタルが乱舞する光景を

見てみたいです。 

委  員； 今話を聞いただけでもロマンを感じるところがあるので、最初から携わると

感慨深いものになるのではないでしょうか。今の段階から子どもたちを巻き込

んでいくような体制を作ってはどうですか。 

委  員； 保内小学校では、毎年鮭の稚魚を育てて放流しています。同じようにホタル

についても、理科や課外授業などで取り組むことができるのではないでしょう

か。運動公園にしても、縦割り遠足で毎年行きますので身近な場所だと思いま

す。 

委  員； 成虫を捕まえる時は夜になるので、保護者も一緒についていくことになりま

すね。 

会  長； 繁殖ネットというのは売っているものですか。 

事 務 局； ホームセンターに売っている材料で割合簡単に作れるそうです。鮭公園でも

この方法で取り組んだということです。 

委  員； 成虫を捕まえる際には、付近の地権者の理解を得ておくことも必要でしょう

ね。 

事 務 局； 子どもの昆虫採集のような感じで進めれば、理解も得やすいのではないでし

ょうか。 

委  員； 事務局としては、ネット飼育と水槽での飼育のどちらを考えていますか。 

事 務 局； 現地にネットを設置して、その中で繁殖させられればいいなと思っているの

ですが、水槽飼育のほうが成功率は高いだろうということです。 

委  員； 両方やればいいのではないでしょうか。 

事 務 局； そうですね。 

委  員； 水槽飼育を小学校で取り組んでもらえないのでしょうか。鮭が５年生であれ

ば、４年生がホタルというように。 

委  員； 今、下鍜冶屋区で農地・水保全の事業に取り組んでいますが、そういう地域

全体で取り組むような進め方がいいのではないでしょうか。そこへ地域の子ど

もたちを巻き込んでいくような。 

委  員； 下鍜冶屋区は子どもたちも70～80人いますから。 

委  員； そういう取り組みとタイアップできる部分を検討したほうがいいですね。 

委  員； 子どもたちを活動に巻き込んでいくのなら、できあがってからでは感動がな

いと思うので、最初の大変な時期から関わってもらって、「もう何年かたったら
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ホタルが舞うよ」という気持ちで取り組むことで、より感動的になると思いま

す。 

 例えば、繁殖方法③の“別に管理しやすい場所で繁殖させ、幼虫を飼育する”

という部分を下鍜冶屋区でやるという形だったらどうでしょうか。 

委  員； それだったら保内小も下鍜冶屋内ですので、コラボする形にできますね。 

事 務 局； 運動公園で成功して終わるのではなく、他の集落など地域全体に広がってい

けば理想的だと思います。 

会  長； いろいろなご意見が出ましたが、他にありませんか。 

事 務 局； 資料１の工程をベースにして、今日いただいたご意見を加味して予算を要求

させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

会  長； 皆さんいかがですか。 

一  同； 異議なし。 

会  長； 異議なしということですので、そのように進めていただきたいと思います。 

 それでは（１）については、以上で終了します。 

 

（２）荒川地区地域審議会意見書について 

会  長； 次に（２）の荒川地区地域審議会意見書について議題とします。お手元に案

が配付されておりますので、事務局から説明願います。 

事 務 局； 【資料２について朗読して説明】 

会  長； 病児・病後児保育は、県内でも実施している自治体も増えてきていますが、

市が予算化して動かなければ病院側としても対応ができません。地域の活性化

にも当然つながっていくことですし、必要性は十分あることだと思います。 

      皆さんから何かご意見はありますか。 

委  員； 文章は良いと思います。 

委  員； 大変良いと思うのですが、中ほどの「人口減尐対策」とある部分について、

人口減尐を食い止めるという意味合いがはっきり分かる表現にしてはどうでし

ょうか。 

委  員； 「有効な対策」としても良いのではないですか。 

会  長； 定住ということは人口が増えるということにもなりますからね。 

人口減尐が比較的尐ない当地区ではありますが、こういったことを訴えてい

かなければならないと感じています。あのエリアにはこれからショッピングセ

ンターも来るでしょうし、明るい見通しになっていくように、実現させていく

よう取り組んでいきたいと思います。 

委  員； 不動産屋さんあたりは、ウオロクが来るとあのエリアは大きく変わっていく

のではないかと予測しているようです。希望的観測ということもあるのでしょ

うが。 

会  長； 他にありませんか。 

それでは、文言の一部修正をして、本日欠席している坂町病院の院長先生の

ご意見もいただいた上で、市のほうに提出していきたいと思います。 

以上で（２）の審議を終了させていただきます。 
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４．その他 

会  長； その他について何かありますか。 

委  員； 公共交通活性化の関係で、当地区ではのりあいタクシーを運行しております

が、もっともっと利用者を増やしていくよう取り組んでほしいと思います。新

潟交通には依然として１億数千万のお金を払っているようですし、無駄な部分

を無くして、その分サービスを充実させれば、地域活性化につながっていくと

思うのですが。 

会  長； 今の運行では利用しにくい部分があるかも知れませんね。 

委  員； 胎内市の鈴木医院など、管外も運行エリアに入れてほしいと会議では何度も

言っているのですが、なかなか進んでいかない状況です。胎内市の「のれんす

号」は坂町病院や佐野医院までエリアに入れて運行しているのに。 

委  員； 胎内市は黒字になっていると聞きます。 

      地域活性化にとって交通という部分は非常に大事な要素で、地域のタクシー

会社を無くしてはならないと思います。特に政府のほうでは台数に関して規制

をかけてきたようですし。 

委  員； 公共交通の協議会では私も山田委員からも発言しているのですが、地域審議

会の会長からも話をしてほしいと思います。 

会  長； わかりました。 

      他に何かございますか。無ければ、本日の会議はこれで終了させていただき

ます。 

事 務 局； それでは、次回の会議は２月の上旬で調整させていただきたいと思います。

長時間にわたるご審議ありがとうございました。お疲れ様でした。 

 

５．閉会（17:00） 

 


